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§１．研究成果の概要 

 

これまでのすばる望遠鏡による観測から検出した数千個の超新星を自動でタイプ分類する深層

学習分類器を開発した。実観測データに適用し、３タイプの分類に対して 95.3パーセントの精度

を達成した。さらに、木曽観測所の Tomo-e Gozenによる観測データを解析する動画解析技術の

探索をすすめ、動画中の任意の１フレームにだけ出現する超短時間発光現象（天体）を検出する

アルゴリズムを開発し、GPU搭載の解析システムに実装した。次年度以降の Tomo-e Gozenによ

る観測に適用することができる。 

次に、重力レンズ現象の解析により宇宙の３次元物質分布を再構築するアルゴリズムを開発し

た。この新たな手法は適合 LASSO法を応用することで視線方向（奥行き）の物質分布の不定性を

低減し、銀河団などの高密度天体を精度よく同定できる。宇宙の物質分布の統計解析のための高

速計算プログラム「エミュレータ」を大幅に更新し、全体をニューラルネットワークで再構築するととも

に、多次元パラメータを入力すれば宇宙の物質分布のパワースペクトル等の基本統計量を直接出

力できる仕様に改良した。 重力レンズ現象の統計解析に銀河画像の重なり合い（ブレンド）がおよ

ぼす影響を明らかにするため、すばる望遠鏡とハッブル宇宙望遠鏡の画像データを用いた教師デ

ータの作成を進めるとともに、ブレンド度合いや発生頻度などの基礎データを収集した。 

これらの情報は次年度以降に予定している、ブレンド画像が物質分布再構築におよぼす影響の

定量化に必須のものであり、すばる望遠鏡の実データ解析による宇宙３次元マップ作成を高精度

することができる。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）吉田グループ 

① 研究代表者：吉田 直紀 （東京大学 カブリ IPMU 教授） 

② 研究項目 

・宇宙論パラメータ推定 

 

（2）上田グループ 

① 主たる共同研究者：上田 修功 （NTT コミュニケーション科学基礎研究所 NTT フェロー） 

② 研究項目 

・動画画像解析手法の開発 

 

（3）田中グループ 

① 主たる共同研究者：田中 雅臣  （東北大学 理学研究科 准教授） 

② 研究項目 

・超新星検出と分類 
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（4）池田グループ 

① 主たる共同研究者：池田 思朗 （統計数理研究所 数理・推論研究系 教授） 

② 研究項目 

・動画画像解析手法の開発 

・宇宙論パラメータ推定 

 

（5）市來グループ 

① 主たる共同研究者：市來 淨與 （名古屋大学 理学研究科 准教授） 

② 研究項目 

・画像ディブレンディング技術開発 

・パラメータ推定コード開発 

 

（6）西道グループ 

① 主たる共同研究者：西道 啓博 （京都大学 基礎物理学研究所 特定准教授） 

② 研究項目 

・エミュレータ開発 
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